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Ⅰ 教科の調査結果 

  

 国 語 算数・数学 英 語 
（「話すこと」調査を除く※） 

小学校 桑名市 ６５ 6２ 

  全国 ６７.２ 6２.５ 

 三重県 ６7 ６2 

中学校 桑名市 7１ 5７ 5１ 

 全国 69.８ 51.0 4５.６ 

 三重県 6９ 5１ 4５ 
※英語「話すこと」調査については、全国で抽出された当日実施校のみが、調査分析対象となります。 

桑名市では該当の学校がありませんので、参考値扱いとなり、数値の公表はいたしません。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページより各教科、児童生徒質問紙、学校質問紙の結果から、桑名市の特

徴等を紹介いたします。問題の内容等に関しては、『国立教育政策研究所 教育

課程研究センター』HPにも掲載されておりますので、ご参照ください。 

はじめに 
全国学力・学習状況調査は、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施

策を検証・改善したり、学校における教科指導の充実や学習状況の改善等に役立てたりする

ために実施されています。 

 

令和５年度は、４月１８日（火）に実施され、市内の小学校６年生（２７校：１，２４２人）と、中学

校３年生（１０校：１，１２１人）が参加しました。今年度は、国語、算数・数学の２教科に加え、  

４年ぶりに中学校で英語の調査も行われました。 

 

 

○知識及び技能を問う問題は正答率が高い傾向 

○経年的な課題である無解答の割合は中学校において改善 

○経年的な課題である算数・数学における「変化と関係」・「関数」の正答率は改善 

●身につけた知識や技能を活かして、自分の考えをまとめて書くこと、表現することなどに

引き続き課題がみられる 

●文章や図・表の読み取り、考察すること、分析・解釈することなど「読解力」に課題がみら

れる 

●経年的な課題である算数・数学における図形領域の正答率は、引き続き課題がみられる 

 桑名市における全体的な特徴  

＊全国、三重県、桑名市いずれも公立校のみの結果を集計した値（単位は％） 

＊平成２９年度より全国値以外は、小数点以下を四捨五入した整数値での公表 
 各教科の平均正答率  

https://www.nier.go.jp/23chousa/23chousa.htm 



2 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 各教科の桑名市における特徴  

【大問 １ の概要】 

米作りについての問題点と解決方法を説明

する文章を書く場面を想定した問題。 

〔設問二〕 

学校の米作りの問題点とその解決方法に

ついて、自分ならどのように書くかを条件

に合わせ記述する。 

＜条件＞ 

・学校の米作りの問題点については、文中のグラ

フ（農家の田んぼと学校の田んぼの雑草の量）と

【カード④】のそれぞれから分かることを書くこと。 

・問題点の解決方法については、【カード⑤】をも

とにして書くこと。 

・６０字以上、１００字以内にまとめて書くこと。 

 

小学校国語 

【大問 ２ の概要】 

健康に過ごすために、運動と食事に関する

複数の本や資料を読み、自分の考えをま

とめる問題。 

 〔設問一〕 

提示された複数の資料に書かれてい

る内容から、目的を意識し、中心とな

る語や文を見付けて要約したものを、

選択する。 

◎要約するときの中心となる語や文を見極め、選択する問題 
正答率 
約９割 

多くの児童が、【資料

１】で運動の種類、【資

料２】で運動の効果に

ついて、書かれている

ことを見極められてい

ました。 

▲図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるよう

工夫して記述する問題 

正答率 

約２割 

すべての条件を満たしていない誤答が、

約６割ありました。 

【選択肢】 

１ 運動の効果や種類 

２ 運動の回数や場所 

３ 運動の場所や種類 

４ 運動の効果や回数 

 

各教科、全国と比べ正答率が特に高い問題を強みとして、 

正答率が低い、または無解答率が高い問題を弱みとして、 

特徴的なものを紹介します。 
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小学校算数 

◎比例の関係ではないことを説明するために、適切な数の

組み合わせを表から選択する問題    

正答率 
約９割 

【大問１ の概要】 

椅子を重ねたときの椅子の数と

高さや重さの関係などについて

考える問題。 

〔設問（２）〕 

椅子の数と高さの関係が比

例の関係になっていないこと

を表の中の数を使って文章を

完成させる。 

多くの児童が、表

の中の適切な数

の組を用いて、考

察することができ

ていました。 

▲テープを直線で切った二つの三角形の面積の大きさに

ついて考える問題 

正答率 

２割以下 

【大問 ２ の概要】 

テープの切り方を変えて作った図形につ

いて考える問題。 

〔設問（４）〕 

同じテープを切って作った２つの三角

形の面積の大小について、分かること

を選び、理由を記述する。 

テープの幅はどこも等しいという前提条件が問題文に

記述されていましたが、「高さが分からない」ことを理

由として、「４ このままでは比べることはできない」を選

択している児童が約２割いました。 

前提条件 
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中学校国語 
 

◎読んだ文章を参考に、知識や経験に触れながら書く問題 正答率 
７割以上 

【大問２ の概要】 

「本の読み方」についての説明

的な文章をもとに考える問題。 

〔設問四〕 

複数の文章で述べられてい

ることを参考にして、自分なら

どのように考えるか、着目した

ところを抜き出したうえで、経

験や知識に触れながら書く。 

多くの生徒が、自

分の経験や知識

に触れながら、提

示されている文

章から着目する

点に基づき適切

に記述できてい

ました。 

▲文章の構成や展開、表現の効果について、 

根拠を明確にして書く問題 

正答率 ６割以下 

無解答率 約２割 

【大問 ４ の概要】 

「竹取物語」を題材に、古典の原文と古

典に解釈を加えて現代語で書かれた作

品とを読み比べる場面から考える問題。 

〔設問三〕 

現代語で書かれた作品について、ど

のように工夫されているか、提示され

た資料に書かれている表現を取り上

げて自分の考えを書く。 

（前略）本を再読する時には、前に読んでいた時と違って同じ

本でも違った読み方ができます、忘れたわけでなく、あえて同

じ本を何度も読む人もいます。（中略） 

以前より必ず成長しなければならないわけではありません

が、今の自分が前に読んだ時とは違うと感じられるというのも

読書の楽しみの一つだと思います。 

【A】の文章より抜粋 

 ある作家の全集を読むのは非常にいいことだ。研究でもしよ

うというのでなければ、そんなことは全く無駄だと思われがち

だが、決してそうではない。読書の楽しみの源泉にはいつも

「文は人なり」という言葉があるのだが、この言葉の深い意味

を了解するのには、全集を読むのが、一番手っ取り早いしかも

確実な方法なのである。（後略） 

【B】の文章より抜粋 

【問題文（抜粋）】 

中山さんは【Ａ】や【Ｂ】の文章で述べられていることを参考

にして、自分の本の読み方について考えました。あなたなら、

これからどのように本を読んでいきたいと考えますか。 

他の問題と比較し、無解答の生徒が約２割と

非常に多く課題です。 

また、どのように工夫されているかは記述でき

ているものの、表現を取り上げて記述できてい

ない生徒が約２割いました。 

今は昔、竹取の翁といふものありけり。野山に

まじりて竹を取りつつ、よろづのことに使ひけ

り。名をば、さぬきの造
みやつこ

となむいひける。（後略） 

授業で読んだ「竹取物語」の一部【原文】の文章より抜粋 

 今ではもう昔のことだが、竹取の翁という者が
いた。野や山に分け入って竹を取っては、いろい
ろなことに使っていた。名前を、さぬきのみやつ
こといった。（後略） 

授業で読んだ「竹取物語」の一部【現代語訳】の文章より抜粋 

 むかし、竹取じいさんと呼ばれる人がいた。名はミヤ

ツコ。時には、讃岐の造麻呂
みやつこまろ

と、もっともらしく名乗っ

たりする。野や山に出かけて、竹を取ってきて、さまざ

まな品を作る。 

笠、竿、笊、筆、箱、筒、箸。（後略） 

学校図書館で見付けた「竹取物語」の一部の文章より抜粋 

【問題文（抜粋）】 

【学校図書館で見付けた「竹取物語」の一部】は、古典の

作品である「竹取物語」に、作家の星新一が工夫を加えて

現代語で書いたものです。どこがどのように工夫されてい

ると考えられますか。【授業で読んだ「竹取物語」の一部】

や【学校図書館で見付けた「竹取物語」の一部】の表現を

取り上げて、あなたの考えを書きなさい。 
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中学校数学 

◎文字を用いた式の四則計算をする問題    正答率 
約９割 

【大問２ の概要】 

12（ ― + ― ）を計算する。 

基礎基本がしっかりと定着しており、応

用問題にもつながる力がついていると

考えられます。 

▲データの傾向を捉え判断の理由を 

数学的な表現を用いて説明する問題 

正答率 ４割以下 
無解答率 ２割以上 

【大問 ７ の概要】 

イチョウの葉の黄葉日の６０年分のデー

タから傾向を読み取り、批判的に考察し

判断する問題。 

〔設問（2）〕 

「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９

９１年～２００５年より遅くなっている傾

向にある」と主張できる理由を箱ひげ

図の箱に着目して説明する。 

他の問題に比べて無解答が多く、２割以上あり

ました。 

また、「箱ひげ図の箱」に着目しているものの、主

張の根拠となる箱の位置や四分位数の違いに

気づけていない誤答が２割以上ありました。 

X y 

４ ６ 

大問２以外でも、「数と式」の分野は、特に定着し

ていることが分かる結果となりました。 
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中学校英語（話すこと調査を除く） 

◎文と文との関係を正確に読み取ることができる問題    正答率 
７割以上 

【大問７ の概要】 

「町の図書館」について書かれ

た英文から考える問題。 

〔設問（1）〕 

文と文との関係を正確に読

み取り、文中の空所に入る

適切な語句を選択する。 

正答率が高く、文と文との関係を正確に

読み取ることができています。 

▲社会的な話題について、書き手の意見に対する 

自分の考えと理由を英語で書く問題 

正答率 約３割 
無解答率 ２割以上 

他の問題と比較して、無解答率が高く２割以上あり

ました。 

書き手の意見に対して自分の考えの表明はできて

いるものの理由まで記述できていない解答が約３

割ありました。 

【大問 ８ の概要】 

ロボットについて書かれた英文をもとに

考える問題。 

〔設問（２）〕 

社会的に数多くみられるようになった

ロボットについて書かれた書き手の

意見に対して、自分の考えと理由に

ついて英語で記述する。 
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経年的な課題である「変化と関係」の領域の

中の「記述式」問題であった大問１設問（３）の

無解答率は全国平均よりも低く、「求め方を式

や言葉を使って書く」問題に取り組む児童の様

子が見られました。多くの児童が取り組み、正答

率も全国平均を上回り、がんばりが見られまし

た。ねばり強く、課題に取り組もうとしていると考

えられます。 

 

 

 

 
  

令和２年度から小学校でも「英語」

が教科化され、調査に参加した中学３

年生は、小学６年生時より英語を教科

書で学んできました。 

小学校では、コミュニケーションを図

る基礎となる力を育むことを目標とし

て、身近で簡単な事柄について自分の

考えや気持ちを伝え合う活動を行って

います。 

中学校では、身近なことに限らず、日

常的な話題や社会的な話題について

も、理解したり表現したり、自分の考え

を伝え合ったりする活動を行っていま

す。 

「読む」、「聞く」、「書く」の３技能す

べての領域において、無解答率が全国

平均より低く、英語科の調査にも意欲

的に取り組む姿勢が見られました。 

 

 

 

「がんばり」 発見！！  
このコーナーでは、全国や県の平均正答率との比較、桑名市の経年的な課題等から、桑名の児童生徒にがんばりがみられた 

ことを紹介をしています。 

小学校算数 

中学校英語 

※無解答率：解答しなかった（無記入）子どもの割合 

正答率は高いというわけではありませんが、記述

問題に取り組む児童が増加しました。 

令和元年度調査と比較し、全体

的な無解答率が低くなりました。 
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以上のように、全国学力調査結果に見られた強み・弱みを踏まえ、市では、 

授業改善の取組をさらにすすめていきます。 

 

こんな力をつけたい 

 

〇社会の中で生きて働く知識・技能の習得 

〇知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力 

〇課題解決のための構想（見通し）を立て実践し、次に活かしていく力 

 

こんな授業にしたい 

 

  〇 自分で考え、調べ、表現する授業 

〇 仲間や教師の考えや意見を自分の考えと比べながら聴くことが 

できる授業 

〇 「わかったこと・わからなかったこと」「さらに学びたいこと」などを 

振り返り、次の学びにつながる授業 

 

  

 

全国学習状況調査（児童生徒質問紙）より 

 「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、 

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」という質問に対し 

 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童生徒の割合 

【小学生】 

 

 

 

【中学生】 

 

 

 

調査の結果は、今回、調査の対象となった小学６年生、中学３年生だけでなく、

小中学校９年間のつながりを意識して、学校全体でよりよい授業づくりに活かし

ていきます。 

桑名の児童生徒の割合は、小中とも全

国平均に届いていない現状があります。 

急激に変化する今後の社会の担い手

である児童生徒には、学んだ知識を使っ

て日常生活や社会における課題を解決

し、自己の生き方を考えていくための資

質・能力を身につけるためにも、探究的に

学ぶ経験が大切です。 

総合的な学習の時間を中心に、児童生

徒の探究的な学びを充実させていく必要

があります。 

74.8
70.8 

0 50 100

R5

桑名市 全国

72.6
59.2 

0 50 100

R5

 学力向上に向けた取組  
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Ⅱ 児童生徒質問紙の調査結果 
児童生徒質問紙の調査とは、該当学年の児童生徒を対象にしたアンケート調査で、学習状況や生活

状況について回答しています。これらの回答から見えた結果をもとに、桑名市の児童生徒の特徴的な姿

を紹介します。 

児童生徒の挑戦心、自己有用感、幸福感等に関わって 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○友達関係に満足している 
「友達関係に満足している」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、８割を超え、おおむね満足し

ている傾向にあります。 

○将来の夢や目標を持っている 
「夢や目標を持っている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生は昨年度よりわずかに上

昇、中学生は低下しました。 

○自分には良いところがある 
 「良いところがあると思う」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中学生ともに７割を超
え、昨年度との比較において、小学校は上昇しました。しかし、全国平均よりやや低い傾向が続い
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○先生は、よいところを認めてくれている 
 「先生は、よいところを認めてくれていると思う」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・
中学生ともに８割を超え、高い傾向にあります。（令和３年度は同質問がありませんでした。） 

※グラフ内の数値は桑名市・全国の児童生徒数を１００としたときの割合（％） ※Ｒ２年度は調査が実施されてないため表記していません 
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○地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う 

（R4まで「地域や社会をよりくするために何をすべきか考えることがある」） 
学習指導要領では、主体的に地域や社会と関わり、持続可能な社会を形成することが求められてい

ます。「地域や社会をより良くするために何かしてみたいと思う」と肯定的に回答した児童生徒の割
合は全国平均を超えました。昨年度までと質問の文言が変わったことにより、単純な比較はできませ
んが、引き続き小・中学生も地域の一員であるということを意識して活動する意欲と態度を培う必要
があります。 
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○学校に行くのは楽しい 
「学校に行くのが楽しい」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、８割を超えていますが、昨年

度より低下しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○自分と違う意見について考えるのは楽しい 
「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、７割を超え

ています。特に小学生では前年度より大きく上昇しました。（令和元年度は同質問がありませんでした。） 
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「自分にはよいところがある」と感じられない子どもを含めすべての子どもに対し、大人が「よい

ところ」をみつけ、ほめることは大切です。さらに、「よいところ」を見つけることだけでなく、その

子自身のありのままの姿を認められるようになることが自己肯定感を育むことにつながります。「失敗

したり、思い通りにならなかったりすることもあるけれど、自分の存在自体が価値のあるものであ

り、かけがえのない存在である」と自分のことを肯定的に認め、好きになれるような取組を大切にし

ていきます。 

将来の夢や目標を持てる子どもたちを育てるために、学ぶことと自分の将来との関係を見い出しな

がら、必要な資質・能力を身につけていくキャリア教育等の充実を図っていきます。（人権教育課） 
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○人が困っているときは、進んで助ける 
「人が困っているときは、進んで助ける」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生で９割

を超え、中学生でも８割を超えています。特に小学生では年々上昇傾向にあり、全国平均を超えて
います。 

 

○いじめはいけないと思う 
「いじめはどんな理由があってもいけない」と回答した児童生徒の割合は、小・中学生ともに９割

を超える状況が続いています。一方、そう感じていない児童生徒がいることは、引き続き取り組むべ
き課題です。 
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○困りごとや不安がある時に、いつでも相談できる 
「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」と肯定的に回答し

た児童生徒の割合は、小・中学生ともに７割以下に留まっており、昨年度よりも低下しています。
（令和元、３年度は同質問がありませんでした。） 
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いじめの未然防止及び早期発見・早期対応をめざした取組については、道徳や人権学習だけでな

く、毎年４月、１１月を「いじめ防止強化月間」として、各学校において、児童生徒が主体的に、い

じめ防止に向けて取り組む活動を行っています。自主的な活動を通して、相互理解、他者尊重を学ぶ

ことで、自尊感情を高め、自ら行動できる力の育成に取り組んでいます。 

困りごとや不安を持っている児童生徒が安心して日常生活や学校生活を送ることができるように、

日頃から先生と児童生徒との関係づくりを大切にするとともに、学校だけでなく、専門性をもったス

クールカウンセラーや身近な存在であるスクールハートパートナーの配置等、教育相談体制の構築に

努めています。また、子どもや保護者の状況を十分に把握し、適切な機関等の情報を必要とする家庭

への周知を継続して行っていきます。                    （学校支援課） 
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英語学習に対する興味・関心等に関わって（前回調査（R1）との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○英語の勉強が好き 
「英語の勉強が好き」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生で６割を超えていますが、中

学生では５割に留まっています。前回調査と比較して、低下傾向です。 
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○将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたい 
「将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたい」と肯定的に回答した児童

生徒は、全国平均を上回っています。 
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○外国のことを知りたい、外国の人に知ってもらいたい 
「外国の人と友達になったり、外国のことをもっと知ったりしてみたい」と肯定的に回答した児

童生徒は、小・中学生ともに全国平均を上回っています。また、「日本や自分が住んでいる地域のこ
とについて、外国の人にもっと知ってもらいたい」と肯定的に回答した児童生徒も含め、前回調査
と比較し、上昇傾向にあります。 
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 日本や自分が住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたい 
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○自らの行動を調整する 
計画を立て実行する力は、主体的に学ぶために必要な力の一つですが、「家で自分で計画を立てて

勉強をする」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、中学生では全国平均を上回っているものの、
小・中学生ともに高いとは言えません。平日 1 日当たりの勉強時間は、中学生は、全国とほぼ同様
の分布になっていますが、小学生については全国平均は「１時間以上」が一番多い分布となる中、
桑名市は「３０分以上」が最も多く、全国と比べ、短い傾向にあります。 

 家で、自分で計画を立てて勉強をしている 

 

 

 

 

   
 平日、1日当たりの勉強時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学びに関わって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語の授業での活動（中学生のみ） 
「即興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動をした」「生徒同士で英語で問答したり意

見を述べ合ったりする活動をした」と肯定的に回答した生徒は、全国平均を上回り、令和元年調査よ
りも大幅に上昇しています。 
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 原稿などを準備することなく、即興で自分の考

えや気持ちなどを英語で伝え合う活動をした 
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 聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英

語で問答したり意見を述べ合ったりする活動をした 

 
% 

 桑名市の英語教育では、小中一貫して、互いの考えや気持ちを伝え合う対話的な言語活動を大切に

しています。小学校では、Small Talk（身近な話題について、自分の考えや気持ちを楽しみながら伝

え合う中で、既習表現を繰り返し使用し、その定着を図るために行うもの）を行い、中学校では、自

分の考えや気持ちなどを伝え合う活動を積極的に取り入れています。 

 また、習った英語を使って表現する場として、桑名子ども英語コンテストを実施し、桑名の自慢等

を英語で発表する機会を設けています。 

 今後も、英語で自分の考えや気持ちを表現することを楽しみ、グローバル社会の中で、積極的にコ

ミュニケーションをしようとする子どもたちを育てていきます。         （学校支援課） 
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○読書について 
「授業時間以外に、平日１日当たりどれくらい読書をするか」という質問に「全くしない」と回

答した児童生徒の割合は、全国平均と比べ高くなっています。また、「読書が好き」と肯定的に回
答した児童生徒の割合も、全国と比べ低くなっています。読書習慣の定着に向け、小学校では、読
み聞かせや読書の時間を充実させること、中学校では、委員会を中心とする本の紹介活動等に取り
組んでいます。児童生徒が読書の面白さを感じ、読書に対する興味を広げるための取組を、より一
層進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力との相関関係（国語、算数・数学の平均）について 

１日当たりの読書の時間と学力との相関関係を示したグラフからは、読書時間が長い児童生徒の

学力が高い傾向にあることが分かります。 
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○授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる 
各教科の授業では、学習の結果のみならず、学習者が知識を相互に関連付けて深く理解する、問

いを見出して解決策を思考する、考えをもとに表現するといった、学習の過程を重視しています。
そして、学習者である子どもたちには、自らの学習を調整しながら、粘り強く取り組むことが求め
られています。「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」と肯定的に回答した
児童生徒の割合は、小・中学生ともに、全国平均より高くなりました。 
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○アウトプットをする活動と学力の相関について 
「これまで受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活

動を行っていた」と肯定的に回答した児童生徒は、小学生で７７．０％（全国：７４．４％）、中学
生で６７．１％（全国：６９．１％）でした。 
学力との相関を示したグラフからは、各教科で学んだことをアウトプットする活動を「した」と

答えた児童生徒の学力が高いことが分かります。 
 

○学びのふりかえりと学力の相関について 
「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげる

ことができている」と肯定的に回答した児童生徒は、小学生で８０．６％（全国：７７．４％）、中
学生で６９．４％（全国：６９．２％）でした。 
学力との相関を示したグラフからは、「自らの学びをふりかえり、次の学びにつなげることができ

る」と回答した児童生徒の学力が高いことが分かります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領では、「社会に出てからも学校で学んだことが生かせること」が重視されています。児童生徒

は、教科の枠を超えて、自ら問いを持ち、その解決に向けて、必要な情報を読み取ったり、既習の知識を活用し

たり、考えを表現したりすることを、総合的に学ぶことが必要です。 

桑名市では、児童生徒が学習したことの意義や価値を実感し、学習と生活とを結びつけられ

るような授業づくりに取り組みます。 

そして、子どもたちの「できた」「（他者の）役に立った」という充実感や「もっと知りた

い」という思いが、次の学びへの意欲になるような学習をより一層推進していきます。 
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おわりに 

桑名市教育大綱では「夢を持ち、その夢に向かって努力する子を育てること」

を基本理念としています。また令和２年度から小中一貫教育を導入し、９年間の

縦のつながりを大切にした教育を進める中で、児童生徒一人一人に、これから

の社会を生き抜くための確かな学力、社会と関わり他者と協働できる力、粘り強

くじっくり取り組むことができる心と体を育成しています。 

本調査が、児童生徒の学力の全てを表すものではないことに留意しつつ、今

年度の桑名市の結果を踏まえ、今後の取組を進めていきます。 

 

子どもたちの学力向上や健やかな成長には、子どもたちの学びの基盤になる

日々の生活習慣を整えていくことが重要です。ご家庭では、睡眠や食事など、お

子さんの生活のリズムを整えていただけたらと思います。 

また、本調査の結果からは、「自分には、良いところがある」と思っている子ど

もほど、学力が高くなる傾向がわかっています。家族で過ごす時間には、学校で

の様子をお子さんに聞いていただき、がんばりを認め、励ましてあげてください。 

 

これからも、学校と家庭、地域が一体となって、子どもたちの成長を支えていけ

るよう、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 


